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手術を創案して成功した． これは今日まで大腿骨頚部骨折に広く行なわれている． Judet (1952 














Development of Total Prosthetic Replacement Arthroplasey 
The Department of Orthopedic Surgery, Kyoto Univevsity Medical school, TETsuo ho 
2 日・外・宝第43巻第1号（昭和49年1月）
摩粍が強いために， HighDensity Pohyerhylene にかえた．この材料は非常に堅く殆んど摩粍
がおこらず， 永く使用lζ堪える．これらの研究に刺激されて， 種々の型の人工股関節が詰作され
た．スイスの Weber-Huggler型人工股関節は金属製 socket，金属製骨幹軸，合成樹脂製骨頭
からなっており，骨頭の取りかえが容易にできるようにした．
以上のような研究に刺激されて，全身の関節に人工関節が使用されるようになった．今日では，
肩，肘，指，膝i乙対しては多くの優秀な人工関節が使用されている．
今や， 関節外科の永い聞の夢がようやく実現されようとしている．材料の固定の問題がまだ十
分に解決されていないために，現在のところ， その応用は老人に限定されているが， 研究は進ん
でおり， 若年者にもこの手術が行なわれるようになるのは， そう遠い将来のことでないと思う．
